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　Asynecological　study　of　shelterbelもplantations　was　conducted　near　Habuminato

village　in　the　souもhpart　Qf　Oshima　Island，　Oshilna－cho，TokyQ．　The　shelterbelts，　inc－

luding　windbreak　forests，　hedgerows，　and　avenue　plantations　are　situaもed　near　the

villages　and　fields，　They　always　consist　of　evergreen　broad－leavedもrees　and　shrubs，

and　are　about　8　to　18meters　high！rhey　are　classified　phytosociologically　into　the

following　three　types．

　　1）エ）叩肋な）ん〉ノ伽ηπθびsηταη磁一αηπoη10η｝μηり叩。厩。αητtype　consists　of　many

indigenous　trees　and　shrubs　developing　in　rather　old　villages．　2）Cαη1eZZ乞αノ㎎）oηεcα

type　is　mainly　planted　along　the　roads　in　or　between　villages．3）Pαsαη｛αe伽Zεs

type　is　composed　of　Pαsαπεαe伽麗s，　transplanted　from　southern　Japan，　and　is　lack－

ing　some　indigeaous　species．

　　Theseもhree　types　of　s｝1elterbelt　planもaもion　proもecL　the　village　effecもively　against

wind　stQrms　and　salt　spray　throughOut　the　year．　Both　D㎎）ん厩pん：y伽m古⑳smαππ琵一

〇ガηηαη｝oη②拐η3ノαρ07zゴα↓漉and　Oαη3ρZ麗αノ卯。η∫oα　seem　も。　be　more　apPropriate　in

this　village　becauseもhey　have　many　indigenous　species　and　cQincide　with　the　poten－

tial　naもural　vegetation．

　　The　blossoms　of　camellia（CαmθZZεαノαpo疵。α）atもract　tourists　in　the　early　spring．

The　seeds　of　ca恥ellia　are　used　to　produce　oil．

はじめに

　田園景観は自然的要素と人為的要素から構成された

空間的まとまりであって，その中では自然環境に順応

した土地利用形態が具現化されている。景観を構成す

る植物的要素は普遍的に存在し，相観的に識別できる
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景観要素である。とくに生垣，並木など人工的な植物

は利用目的のある人為的要素でありながら，自然環境

に選択されて今日に残されており，生態的な景観の捉

え方をするうえでも重要な景観要素である。

　筆者らは都市化の進んでいない良好な田園景観の残

されている地域で，生垣を主とした人工的な植物要素

の継続的な調査を行い，基礎的な資料を収集している

（奥田・中村1988）。今回は年聞暴風日数が274日と

いう厳しい臼然環境下にある東京都伊豆大島の波浮港

地区において現地調査を行った。波浮港地区では屋敷

林，生垣，並木が防風・防潮の目的で利用されており，

相観や種組成的な比較と人間の利用，さらに自然植生

の対応関係について考察した。
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図量．調査地の位置

Figure　l．　Locaもion　of　the　survey　area．

　現地調査を行うにあたり鈴木淳司氏（植生学研究室

研究生，現アジア航測株式会社勤務）の協力を得た。

同氏に対し深く感謝の意を表する。

1．調査地の概況

1．　位置・地形

　調査対象となる波浮港地区（東京都大島町）は大島

の南端近くに位置している（図1）。調査が行われた

防風林の多くは帯状でお互いに繋がりをもち，海抜

70mの台地上に広く発達している。波浮港は韻火〔］

地形に沿って発達している。火口壁にはスダジイの優

嘱する自然林が残存している。

2．気候

　調査対象地域は直接海岸に面し，海洋からの影響を

強く受けている。とくに風は強く，伊豆大島測候所の

データでは（和達1958），無間の暴風日数は274日遅

達している。最多風向は3～8月および12，1月で

SW方向，残りの月はこれとは逆のNE方向を示して

いる。

　年平均気温は14．9QC，冬季（12～2月）は平均

6℃で温暖である。降水羅は極めて多く，年間3000

mmを越える。しかし，月別降水墨は季節的な差が

著しく，月平均では！0，9，6，8月の順に高く，いず

れも300mm以上であるが，1，2月は150mmにも達

していない。

　伊豆大島では恵まれた気候条件を反映させて花卉や

野菜（いんげんなど）の栽培が行われているが，これ4

らの農業経営には防風林の気象緩和作用が極めて重要

な役割を果たしている。

2，調査方法

　現地において典型的と思われる糖分を選定し，植物

社会学的調査方法により植生高，階層構造，構成する

植物すべてについて被度と群度（Braun－Blanquet

1928，！951，1964）の測定，分布状況の把握などを行っ

た。また，比較のために，調査地域内に生育する自然

植分もあわせて同様な方法で調査した。得られた植生

調査資料から優占種および種組成の組み合わせを基礎

に，防風林の類型化を行った。また，類型化した植生

型の分霜を航空写真をてがかりに描いた。現地調査期

間は平成元年（1989）2月22日から24日の間である。

3．調査結果

窪．防風林の一般的な相観

　伊豆大島の波浮港付近にみられる防風林は樹林帯，

生母，並木などであり，いつれも防風・防潮のために

形成されたものである。植樹帯の植生高は最大18m，

大部分の生垣はいわゆる細筆で，高さ12m内外に達

している。低い生垣では5m程度である。樹林帯の

幅は5～6mの場合が多く，建物をめぐらせた生垣

で11n程度であった。これらの樹林帯や生垣はいず

れの場所でも連続した帯を形成し，住居や耕地の四周

を囲んでおり，空中写真で見ると碁盤の目のように密

に配列している。また並木の場合は樹冠は帯状に連続

して道路を包みこんでいる（図2）。
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図2．調査地域の概観
Figure　2．　Overview　of　the　survey　area（70m　a．s．1．

　　　　Habuminato，　Izuoshima）．

　なお，今回の主要な調査対象とはしなかったが，集

落南部の龍王崎やトウシキの鼻付近などの海岸線には，

クロマツの防風林と半自然状態のトベラ林（マサキー

トベラ群集）が生育している。

2．防風林のタイプと種組成

　防風林のほとんどは常緑広葉樹で構成されている。

ヤブニッケイ，ヤブッバキ，シロダモなどの高木およ

び亜高木，トベラ，マサキなどの低木，テイカカズラ，

フウトウカズラ，ビナンカズラなどのつる性植物，オ

オシマカンスゲ，ヤブコウジなどの草本植物が普遍的

である（表1）。

　優占種および種組成の組み合わせを基礎に，以下に

のべる3タイプの防風林が記録された。

　1）ヒメユズリハーヤブ徽ッケイ型

　　　D曜）んπゆんgZZαm　εε‘ノsη1α九π琵一　〇εππαmo－

　　　mμη望」（4｝oπ‘c麗mtype

　ヒメユズリハーヤブニッケイ型樹林は防風を目的と

した高木の雛壇（高垣）で，集落内の畑の境界や集落

内の細い道路ぞいに植栽されている。生垣の高さは10

～12m，発達した植分では16m程度である。樹林の

幅は耕作地を含む屋敷の周囲で5m，細い道路ぞいで

6～7mの厚みをもっている。（図3，4）

　高木層にはヤブニッケイが優占する場合が多く，と

きにヒメユズリハが優占種となる植分もある。亜高木

層にヤブッバキの常在度も高い。低木層にはトベラ，

オオバイボタ，ヤツデ，オオバグミなどの常緑広葉低

木が生育し，アスカイノデ，フウトウカズラ，ヤブコ

ウジなどが密に林床を覆っている。ヤブニッケイは他

の生垣等にもしばしば出現するが，最も優占しており，

ヒメユズリハーヤブニッケイ型とした。

　ヒメユズリハーヤブニッケイ型生垣は本調査地域内

では比較的古い集落に多く出現している。

　2）ヤブツバキ型CαmeZZ砲ノ¢poπ‘cαWpe

　ヤブッバキ型樹林はヤブッバキを主体とした亜高木

の並木または生垣である。ヤブッバキ並木は道の両側

に列状に植栽されているが，所によって，高さ70～

80cmほどの土るいや石垣の上に植栽されている。

懇懇の高さは8～10mでヤブッバキが常に優占種で

あり，中には250年を経た古木も存在している（図5，

6）。

　ヤブッバキに混じって低木層にはマサキの被度が高

い。草本層にはフウトウカズラ，オオシマカンスゲ，

テイカカズラなどが多く，またホシダ，アシタバ，タ

チツボスミレなどの林縁生の種も目立っている。



表壕．伊豆大島波浮港の防風林のタイプと自然林の種組成表

Table　1．　Floristic　composition　of　shelterbelt　types　and　naもural　stands　in　Izuohsima（Habuminato　disもrict）．
瓢

o

1－3Pα8α几ぬeα勉瓦sしype　マテバシイ型

4　－8　Cαm♂距αノαρoη‘cαtype　ヤブツバキ塾魁

9－13Dαρんηfρん：yZZαm‘θヴsmαrL几麗一一α几几αmoηταη》αρoπ‘cαm　type　ヒメユズリハーヤブニ・ッケイ型

14－17Arachniodo－Castanopsletumsieboldii　ホソバカナワラビースダジイ群集

Relev6　reference　no，： 通し番号
i23456789聖0111213正4151617

Relev6　no．：

Altiしude（m）：

Relev6　slze（㎡）

謬諮番号

海抜高

調査面積

8　9　三〇

7〔〕　　70　　7〔｝

30　40　30

董5　　6　　正2　　13　　7

45　　75　　6〔〕　50　　65

6　　15　　12　 24　 20

5　18　14　4
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100　 24　　30　　24
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Height　of　tree　layer－1　（m）　：

Cover　of　tree皇ayer－1　（％）　：

H【e三ght　of　tree　layer－2　（m）　：

Cover　ofしree　layer－2　（％）　：

Height　of　shrub！ayer（m）：

Cover　or　shrub　Iayer　（％）　：

Heighしof　herb　layer（m）：

Cover　of　herb　layer　（％）　：

Number　of　species：

高木第11門の高さ

高木第1層の植被開

田’木第2層の高さ

高木第2屑の植被率

低木層の高さ

低木層の植被率

摺本層の高さ

草本麟の植被率

出現稀数

18

90

8

90

2　4

3G　30
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20　30
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90
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40
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1圓出現の種　Also　in　4：Brαcん）｛ρo脚韻ηs：yluα‘‘cμm　var，　mlsθrα侃　ヤマカモジグサ1－1－1・2，ル11scα几〃zαs　coπdθη8α‘μ8ハチジョウススキH一十・2，　Poεy80ηα槻

。配πe几sθvar．‘んμπうθr8‘απω融　ツルソバH一＋，A‘∬αm　8rαyε　ノビルH一＋・2，　in　6：Cαrθエ陀几‘α　ナキリスゲH一＋，ム）ノcoパs　rαdεα‘α　ヒガンバナH＋・2，

in　8：Fαgαrαα‘Zαπ‘ん。‘des　カラスザンショウT2－1・1，　in　11：80ε‘dαgo漉r8αμrθαvar．α部αごlcα　アキノキリンソウH一一＋，　in　11；（2ρZ‘8況飢α8㏄πdμZα‘ガ。ε‘α8

var．ノαpoπ‘cμs　コチヂミザサH一＋，　in　14：Aんg醜α‘rのZ‘α‘α　ミツバアケビT2一＋・2，　PZeめ配αs蝕s　sεmo規‘メダケS一＋・2，　Mor昆s　bomめ’eお

やマグワS一＋・2，Pε‘αsε‘θsノ傷Do几‘cμs　フキH一＋・2，　in　16：Lθρεsorα8‘んαπわθrgεαη昆s　ノキシノブS一一←，　Dr：yoρ‘θrls‘αc¢rα　クマワラビH一＋。2．

調査年月日：Relev6　date　Feb。23，1989。

方位・傾料；Exposure＆slope　15：S20。，16：E45。，17：NE　10。，
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図3．ヒメユズリハーヤブニッケイ型（生垣）の相観
Figure　3．　Physiognomy　ofエ）αPん疵Pん∠y召㏄mめεヴsmαη7z麗一

　　　　αηηαηzoノημmノ（乙po厩。㏄m　type（hedgerow）．

　ヤブッバキ並木はおもに集落間を結ぶ，古い道ぞい

に発達している。ヤブツバキは大島の特産物であるツ

バキ油の種子生産のためにも利用された。しかし，現

在では観光資源としての価値も極めて高い。事実，調

査地のツバキ並木は「波浮港の椿トンネル」，「差木地

沖の根の椿並木」，rひくぼの椿トンネル」として観光

客に親しまれている。

　3）マテバシイ型Pαsα痂αe4πZεεtype

　マテバシイ型樹林の高さは18mに達し，マテバシイ

が優占する樹林帯または生垣である。高木層にはマテ

バシイに混生する他の樹木は見られない。低木層には

ヤブツバキ，シロダモ，ヤブニッケイ，ヤツデなどが

散生している。草本層にはテイカカズラ，オオシマカ

ンスゲ，ヤブコウジ，キヅタなどが生育している。樹

成難論は！1～17である（図7，8）。

　マテバシイ型樹林地や生垣はおもに集落から隔たっ

た畑地，林地の境界などにみられ，また，比較的新し

い開発によって形成された集落や諸施設に偏在してい

る。古い集落ではマテバシイを用いている所は少ない。

3．調査地域内の自然植生

　調査地域内の神社，急傾繕地，谷状地などに発達し

ている自然植生について植生調査資料が得られた。比

咲命神祇および1目火口壁の急傾膳地の植生はいずれも

スダジイ林である。また谷状地で得られた植生調査資

料はウラジロガシの優占林であった。それらの調査資

料は表1に併記されているが，いずれの植分もよく似

た種組成を示している。伊豆七島のスダジイ群落は，

オオシマカンスゲを標微種とするオオシマカンスゲー

スダジイ群集（大場1971）にまとめる説があるが，

一方でホソバカナワラビースダジイ群集とする考え方

もある（宮脇1986）。ここでは後者の考え方にたち，

本地域のスダジイ群落をホソバカナワラビ～スダジイ

群集とした。なを亜群集レベルではオオシマカンスゲ

燕群集ということになる。

4．考察

1，種組成と構造について

　ヒメユズリハーヤブニッケイ型樹林は人為的に植栽

された生垣であるにもかかわらず，ヒメユズリハ，ヤ

ブニッケイ，ヤブツバキ，タブノキ，イヌマキなど自

生の高木植物で構成されている。さらに，生壇の高さ

を10m内外とする場合，自然林の亜高木を構成する

ヤブニッケイ，ヤブツバキなどの種が選ばれる可能性
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図4．ヒメユズリハーヤブニッケイ型の断面模式（調査番号3）
Figure　4．　Profile　Of　1）αρんηψん）ノZ如mεeび8mαπzπε一σ加ηαmoητωmノ㎎）o疵。ωmもype（releve　no．3）．
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図5．ヤブッバキ型（並木）の相観
Figure　5．　Physiognomy　of　CαmθZllαノ（塚）o庖。αtype（avenue）．
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Figure　6．　Profile　of　OαノηeZ麗αノαpo冠。αtype（relev6　no．12）．

0．∫．，CαmεZ麗αノαpo鷹。α　ヤブッバキ　　　　　　P．駕，P砂εrんα（たαrα　フウトウカズラ

E紘ノ．’E配0按yηZμSノ昭）0η記μS　マサキ　　　　　　一L．0．∴疏gα就rμmoひαZヴoZ‘αη1　オオバイボタ

P，‘∴P読OSPor㏄mε0わかαトベラ　　　　　　　Zα．’7「rαCんθZO8permωηταSεα‘εCμm

α．ノ．ノ0‘ηπα肌omωmノ¢poη‘cωm　ヤブニッケイ　　　var．説‘θrmθ（1如m　テイカカズラ

が高いと思われる。これらの種群はこの地域の潜在自

然植生と推定されるホソバカナワラビースダジイ群集

（オオシマカンスゲ亜群集）との共通性が高い。しか

し，ホソバカナワラビースダジイ群集の主要な群落構

成種であるスダジイの生垣への利用はごく限られてい

る。またウラジロガシは現在までの調査では生垣へ用

いられていない。両種は大島以外の地域でも生垣に用

いる例は一般的に少ない。

　本地域ではいずれの型の防風林も防風機能にすぐれ

ている。特にマテバシイ型樹林は樹高も18m内外に

達し，防風機能が高い。しかし，潜在立地への適合，

植物相の温存，生態系の維持などのためにはヒメユズ

リハーヤブニッケイ型樹林とヤブッバキ型樹林の利用

がより適すると考えられる。マテバシイ型樹林はどう

いうわけか種組成が貧弱であり，生垣といえども適当

ではない。

　なお，伊豆大島のような島撰において新たに防風林

を形成を企てる場合には，大島に自生する種個体群を

利用し，島外から導入したために島内の植生に生物学

的撹乱が生じないよう考慮する必要がある（禽本1986）。

2．防風林の形成および発達の過程について

　本調査地域における防風林の形成の過程を種組成か

らみると，まず潜在自然植生の構成種の比率のもっと

も高いヒメユズリハーヤブニッケイ型樹林が防風に適

した樹林として自然発生的に形成発達してきたと考

えられる。このことは，現存の生垣が比較的古い集落

に限って存在することからもうらずけられる（図9）。

そして，この樹林から防風効果以外にもツバキ油の原

料として利用価値の高いヤブッバキが選抜され，生壇

や並木に植栽されるようになったと考えられる（図10）。

その後，マテバシイが一時的に導入され，画一的に植

栽された。九州地方に自盛するマテバシイが，関東地

方の三浦半島房総半島，伊豆半島などの温暖な沿海

地域にマテバシイの植林として広く導入されるにした

がって，伊豆大島地域にも房総半島などからの入植者

によってもたらされたものと考えられる。
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図7．マテバシイ型（生垣）の相観
Figure　7．　PhysiognOmy　of　Pαsαηごαθd読s　type（hedgerow）．
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図8．マテバシイ型の断面模式　　（調査番号8）
Figure　8．　Profile　of　Pαsα厩αε（～膨麗s　type（relev6　no．8），

　　　　P．θ．’Pαsα疵αθdlα頁sマテバシイ　　Eノ．，Eαr：yαノαpo厩。αピサカキ

　　　　σノ．’CαmεZ麗αノα∫）o庖。α　ヤブツバキ
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　　　　　　　　　　　　も
図9．防風林の各タイプの分布および
　　　自然林調査地点

　　　O　ヒメユズリハーヤブニッケイ型
　　　○　ヤブツバキ型

　　　ムマテバシイ型
　　　團　　自然林調査i地点

Figure　9．　Distribution　of　shelもerbelt

　　　　　　もypes　and　releve　points　of

　　　　　　natural　s乞ands　studied．
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図鉛．自然植生から防風林形成への過程

　　　A　自，然、林（ホソバカナワラビースダジイ群集），B

　　　屋敷林，C　ヤブッバキ型並木
ヒメユズリハーヤブニッケイ型

Figure　10．　Formation　prosess　of　shelter　belもs　from　natural　forest　vegetation．

　　　　　　A．Naもural　forest（Arachniodo－Castanopsietum　sieboldii），B．Dαpんπゆん：y伽m
　　　　　　オθ孟ノsmαηη琵㎜C‘几几αmomαmノαpoηεcωm　type，　C．　CαητeZ麗αノαρoηεcαtype．
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　　　　　　　　　　要　約

　大島の南端に位置する波浮港地区（東京都大島町）

で集落内の防風林について植物社会学的な調査が行わ

れた。当地における樹林地はいずれも防風，防潮など

環境緩和を目的としたものと考えられる。樹林地のほ

とんどは常緑広葉樹で構成されているが，相観・種組

成を比較した結果，以下の3タイプが存在することが

明らかになった。

！．ヒメユズリハーヤブニッケイ型

2．ヤブッバキ型

3．マテバシイ型

　ヒメユズリハーヤブニッケイ型は自生の植物で構成

され，潜在自然植生（ホソバカナワラビースダジイ群

集，オオシマカンスゲ亜群集）との共通性が高い。こ

の型はおもに古い集落内にみられ，自然発生的に形成

されたものと考えられる。これに対し，マテバシイ型

は種類に乏しく，自生種の多くを欠いている。同タイ

プはおもに新しい集落または農耕地に生育している。

　本地域ではいずれの型の防風林も防風機能にすぐれ

ているが，潜在立地への適合性，植物相の温存，生態

系の維持などのためにはヒメユズリハーヤブニッケイ

型樹林と主に並木として植栽されるヤブッバキ型の利

用がより適すると考えられる。早春開花するヤブツバ

キは伊豆大島への観光客を引きつけ，また，ツバキ油

の生産のためにも有用である。
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